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スロットダイコーティング

スロットダイ
コーティング工具

応用例
液晶パネル
高機能フィルム
リチウムイオン二次電池など

http://www.mmc-slotdie.com/ja

実際のコーティング風景

https://www.hirano-
tec.co.jp/en/manufacturing/
equipment_03.html

スロットダイ



計算法

仮定
１）気液二相流として取り扱う。
２）2次元的な現象を仮定する。
３）重力の影響は無視できる。

基礎式

Navier-Stokes方程式

構成則

空気：ニュートン流体
ポリマー：非弾性非ニュートン流体

気相・液相の追跡流体運動

Phase-Field法



計算条件

𝑈𝑤𝑎𝑙𝑙

𝑈𝑖𝑛

開放境界 開放境界

接触角 74度

接触角 68.5度

ポリマー注入口

空気



計算環境

Windows 10 Pro

64ビット CPU  Intel® Core™ i7

COMSOL Multiphysics®  Ver.5.6
Polymer Flow Module

ソフトウェア

計算機

計算規模

シミュレーション時間 0s~0.25s
CPU時間 15分
メモリ 約2GB



メッシュ



表面張力の影響

𝜎𝑠 = 0.49 N/m

𝜎𝑠 = 0.049 N/m

cf. PPA/PBI 0.0475 N/m at 120℃

ポリマー 空気



𝑈𝑤𝑎𝑙𝑙
= 0.12 m/s

移動速度の影響

0.25 s

0.094958 s

𝑈𝑤𝑎𝑙𝑙
= 1.5 × 0.12 m/s

0.23407 s

𝑈𝑤𝑎𝑙𝑙



𝑈𝑖𝑛
= 0.1 m/s

0.25 s

ポリマー流入速度の影響

𝑈𝑖𝑛
= 0.4 × 0.1 m/s

0.07 s

空気の巻き込み

0.22 s

𝑈𝑖𝑛


